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1. はじめに 
 
平成 15年度から同 18年度までの 4年間の開発プロジェクトとして実施された「障害者等

ITバリアフリープロジェクト」において、視覚障害者を主体とした既存の歩行支援システム
及びその改良システム、並びに新しい技術開発による同種システムの案内装置（JIS T0901参
照）に対して共通に利用できる端末装置の開発と評価が行われた。ここに言う「システム」

とは案内装置と端末装置等で構成され、且つそれらが一体となって機能する障害者等歩行支

援システム全体を意味する。案内装置は通常屋内又は屋外に配置される情報源であり、端末

装置はユーザが持ち運びそれら案内装置から情報を取得することを主機能とする。本書はこ

れらのシステムを実際に設置・運用（利用）するに際しての具体的な方法と留意事項につい

て説明するものである。 
 
 
 
2. 歩行支援システムのサービスと機能について 

 
「障害者等 ITバリアフリープロジェクト」で開発された歩行者支援システムは以下のサー

ビス及び機能を提供することを目的としている。 
 
ア． 注意喚起サービス   ：状況に応じて利用者に注意を喚起する。 
イ． 経路探索サービス   ：目的地までの移動経路を探索する。 
ウ． 経路誘導サービス   ：設定経路に沿って移動するためのアクションを適宜伝える。 
エ． 周辺案内サービス   ：利用者の現在地情報を基にその周辺に関する情報を伝える。 
オ． 現在地照会サービス ：利用者が求めるときに自己の現在地情報を入手できる。 

 
以下に各サービスについて説明する。 
 
2.1 サービスの提供内容 
 
2.1.1 注意喚起サービス 
注意喚起サービスとは、利用者が移動中に危険な状況にある時に、端末から利用者に対し

て注意を喚起するメッセージを発するサービスである。 

具体的には、移動支援システムは、利用者の現在位置情報を取得し、その現在位置情報に

基づいて周辺情報と照合し周辺に何があるのかを検索する。周辺情報の内容を基に注意喚起

の必要があるかを判断し、必要な場合は、利用者に注意喚起メッセージを呈示する。 

メッセージはあらかじめ登録してある利用者の属性に合わせて、文字、画像、振動、音な

どの方法で呈示し、メッセージを呈示するタイミングや回数などは、状況に応じて調整が可

能である。注意喚起サービスは以下の各種の支援サービスから構成される。 

 

注意喚起支援サービス 

現在地を測位する－－－－－－－－－－－＞現在地情報獲得サービス 

周辺情報を知る－－－－－－－－－－－－＞地図情報照合サービス 

メッセージの必要性を判断する－－－－－＞危険状況判断サービス 

メッセージを出す－－－－－－－－－－－＞メッセージ通達サービス 
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2.1.2 経路探索サービス 
経路探索サービスとは、利用者が入力した出発地および目的地情報を基に、利用者属性に

適した移動経路を探索するサービスである。 

具体的には、移動支援システムは、利用者が入力する出発地および目的地に関する情報と

利用者属性に関する情報を基に出発地から目的地に至る移動経路を計算し、設定経路として

抽出する。経路探索の結果、複数の経路が選択可能となる場合は、利用者に各経路の条件を

示した上で、利用者自身が選択できる。 

利用者とはメッセージを介して逐次情報をやり取りするが、メッセージはあらかじめ登録

してある利用者の属性に合わせて、文字、画像、振動、音などの方法で呈示することが出来、

メッセージを呈示するタイミングや回数などは、状況に応じて調整が可能である。 

経路探索サービスは以下の各種支援サービスから構成される。 

 

経路探索支援サービス 

出発地、目的地情報を獲得する－－－－－＞現在地情報獲得サービス 

経路を計算する（設定経路情報）－－－－＞地図情報照合サービス 

メッセージを出す－－－－－－－－－－－＞メッセージ通達サービス 

 

 

2.1.3 経路誘導サービス 
経路誘導サービスとは、利用者が設定経路に沿って移動できるよう、利用者が取るべきア

クションを適宜伝えるサービスである。 

具体的には、利用者の現在位置情報と設定経路とを比較し、設定経路上にいる場合には、

基本的に次のノードにおけるアクションメッセージを呈示する。ただし、一定以上の距離を

直進する場合は、ある程度の間隔をもって状況を伝えるメッセージを呈示する。また、右左

折する場合は、右左折地点の手前と右左折すべき地点においてメッセージを呈示する。 

設定経路外にいる場合には、設定経路に戻るためのアクションメッセージを呈示する。設

定経路に戻るための経路誘導では、直前のＲＦＩＤ位置に対して直接的に誘導する方法や、

新たに経路探索した迂回路に誘導する方法などがある。 

メッセージはあらかじめ登録してある利用者の属性に合わせて、文字、画像、振動、音な

どの方法で呈示することが出来、メッセージを呈示するタイミングや回数などは、状況に応

じて調整が可能である。 

経路誘導サービスは以下の各種支援サービスから構成される。 

 

経路誘導支援サービス 

現在地を測位する－－－－－－－－－－－＞現在地情報獲得サービス 

経路情報と現在地を照合する－－－－－－＞地図・経路照合サービス 

アクション情報を入手する－－－－－－－＞アクション判断サービス 

メッセージを出す－－－－－－－－－－－＞メッセージ通達サービス 

 

 
2.1.4 周辺案内サービス 
 周辺案内サービスとは、利用者が自らの現在地情報を基にその周辺の情報を入手できるサ

ービスである。 

具体的には、移動支援システムは、利用者の現在位置情報を取得し、その現在地位置情報

に基づいて周辺情報と照合しその周辺に何があるのかを検索する。周辺にメッセージの提供

が必要な地物等がある場合は、利用者に周辺情報に関するメッセージを呈示する。なお提供

する周辺情報には、施設や設備といった地物だけでなく公共交通情報など、移動に関して必

要となる各種情報が含まれる。 
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メッセージはあらかじめ登録してある利用者の属性に合わせて、文字、画像、振動、音な

どの方法で呈示することが出来、メッセージを呈示するタイミングや回数などは、状況に応

じて調整が可能である。 

周辺案内サービスは以下の各種支援サービスから構成される。 

 

周辺案内支援サービス 

現在地を測位する－－－－－－－－－－－＞現在地情報獲得サービス 

周辺情報を知る－－－－－－－－－－－－＞地図・周辺情報照合サービス 

メッセージの必要性を判断する－－－－－＞危険状況判断サービス 

メッセージを出す－－－－－－－－－－－＞メッセージ通達サービス 

 

 

2.1.5 現在地照会サービス 
現在地照会サービスとは、利用者が求めるときに自らの現在地情報を入手できるサービス

である。 

具体的には、移動支援システムは、利用者の要求を受けた時点で利用者の現在位置情報を

取得し、その現在地位置情報に基づいて周辺情報と照合しその周辺に何があるのかを検索す

る。周辺にメッセージの提供が可能な地物等がある場合は、利用者に周辺情報に関するメッ

セージを呈示する。また、周辺にメッセージの提供が可能な地物等がない場合は、直前のＲ

ＦＩＤ位置情報などの関連情報を基にメッセージを呈示する。 

メッセージはあらかじめ登録してある利用者の属性に合わせて、文字、画像、振動、音な

どの方法で呈示することが出来、利用者の希望に合わせて、地物名、住所などの方法で呈示

する。また、メッセージを呈示するタイミングや回数などは、状況に応じて調整が可能であ

る。 

現在地照会サービスは以下の各種支援サービスから構成される。 

 

現在地照会支援サービス 

現在地を測位する－－－－－－－－－－－＞現在地情報獲得サービス 

周辺情報を知る－－－－－－－－－－－－＞地図情報照合サービス 

メッセージを出す－－－－－－－－－－－＞メッセージ通達サービス 

 

 
2.2 利用者の操作 
 
 利用者が現在地から目的地まで移動する際のサービスの概念について図 2.2-1に示す。 
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図 2.2-1 サービスの概念図 
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3. 設置･使い方の概要 
 
3.1 システムの概要 
 
 システムは障害者歩行支援のために既にフィールドに設置された各種の案内装置と、それ

らに対して共通に使用できる利用者端末で構成されるが、将来開発設置されると予測される

新しい歩行者支援装置に対しても柔軟に対応できる配慮がなされている。現在案内装置とし

て本システムが共通に利用できるのは、GPS、RFID、赤外線送受信機、FM 無線送受信機、

ラウドスピーカーなどであり（これらを総称して以下「インフラ」という）、これらの性格の

異なる案内装置が複合して障害者の歩行を支援することが本システムの特徴である。 
 
 共通に利用できる利用者端末（試作機）は図 3.1-1 に示すような構成を成し、携帯電話に
アダプター形式の制御装置を取り付けたもので、制御装置には赤外線受信・制御機能、FM
無線送受信機能、RFID制御部（白杖に取り付ける）とのインターフェース部、携帯電話との
インターフェースなどが組み込まれており、GPS受信機能は携帯電話に組み込まれているも
のを利用する。 
 
 利用者はこの利用者端末を携帯し、インフラが設置された領域を歩行し利用者端末を操作

することでインフラから送信された音声情報、あるいはディジタル・データを取得すること

で歩行支援を受けることができる。GPSシステムによる位置情報は利用者が目的地に向かい
出発する際に、出発地と目標地点までの経路に関する種々の初期設定を行い、また移動経路

上での位置情報として必要に応じて用いられる。RFIDシステムは点字誘導ブロックに組み込
まれ、利用者の白杖の先端に組み込まれたセンサーが RFID の組み込まれた点字誘導ブロッ
ク近傍に近づくと、位置情報を参照するコード・データが読み取られて、それをもとに利用

者に現在地の場所、経路案内情報を提示する。赤外線システムは案内装置として設置された

赤外線送信機から送られる音声メッセージを利用者端末を操作することで受信し、赤外線が

送信されている方向と、そこに何があるか、例えば施設の入り口などの情報を得ることにな

る。また赤外線システムでは GPS、RFID と同様の位置情報を提示することも可能であり、
これらに対する代替システムとして利用することもできる。FM 無線システムは、利用者端

末の操作によって起動されるスピーカーシステムが基本機能であるが、上述のインフラが設

置されていることを利用者に知らせる「接近報知」機能も有している。案内装置として設置

されたスピーカーシステムからは利用者が居る近傍の情報をメッセージとして伝えることで

ある程度広域の情報源としても利用される。 
  
 上述したように、本システムにはそれぞれに特徴を持つ多種類の案内装置が利用され、こ

れらが設置場所、利用者の歩行動線などさまざまな状況・条件を考慮して最適に配置される

ことが必要であるが、それらが設定された状態では、利用者は利用者端末で受信される情報

がどの種類の案内装置から送られたものであるかを知る必要はなく、歩行動線上をシームレ

スな支援を受けながら歩行することが可能となる。しかし本システムは、利用者が何もしな

くても目的地に自動的に誘導してくれるものではなく、あくまでも利用者の自主的行動・判

断を支援、補助することが目的である。 
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              図 3.1-1 利用者端末の構成 
 
 
 
     
3.2 設置･使い方の例 
 

      図 3.2-1はある一般的な地域におけるシステムの典型的な設置例を示したものである。図 3.2-1
はある視覚障害者（利用者）が自宅を出て、バスや電車などの交通機関を利用して目的場所であ

る市役所やデパートなどへ行く過程を示しており、その移動系路に沿って必要な場所にシステム

の案内装置が設置されている。利用者はシステムの端末装置を持って移動する。以下順を追って

説明する。 
  
・利用者は自宅前でＧＰＳ機能により初期位置を特定し歩行を開始する。 
・視覚障害者用誘導ブロックとＲＦＩＤ機能により横断歩道まで歩行する。 
・赤外線機能により道路を横断する。 
・視覚障害者用誘導ブロックとＲＦＩＤ機能によりバス停留所まで歩行する。 
・赤外線機能により停留所Ａを確認し、バス接近と行き先を確認してバスに乗車する。 
・停留所Ｂで降車し、視覚障害者用誘導ブロックと陸橋を利用して道路を横断する。 
・視覚障害者用誘導ブロックとＲＦＩＤ機能により鉄道駅Ａ手前まで歩行する。 
・ＦＭスピーカ機能により駅を確認し、赤外線機能によりエスカレータを利用して駅２

階へ上がる。 
・赤外線機能により券売機、改札口、エレベータをとおり、プラットフォームへ降りる。 
・電車で移動して高架駅Ｂで降車する。 
・視覚障害者用誘導ブロックとＲＦＩＤ機能により、階段を降りて市役所通りへでる。 
・公衆電話を利用したい場合は、赤外線機能により探すことが出来る。 
・視覚障害者用誘導ブロックとＲＦＩＤ機能市役所へ行く。 

(a) 携帯電話とアダプタ 

赤外線センサと超小型スピーカ

を一体化、眼鏡に取付ける。 

Bluetooth

アダプタ

背面 RFID

磁気コンパス

Bluetooth

携帯電話と

アダプタ 

(b) ハンズフリーセット 

専用白杖
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・市役所入口はＦＭスピーカ機能により確認する。 
・赤外線機能により受付、エレベータ、トイレを利用し、会議に臨む。 
・会議後、視覚障害者用誘導ブロックとＲＦＩＤ機能を利用してコンビニ前を通り、デ

パートへ行く。 
・デパートで買い物をして、帰宅の途に着く。（以下、略） 
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 デパート 

曲がり角、
分岐点

 市役所  

 鉄道駅 A  

 自宅  

横断歩道 

坂道、曲がり角、段

差 

横断陸橋 

券 売

プラットホーム 

エ レ ベ ー

タ

改札口 

公衆電話

エレベータ

工事中

会議室 

トイレ

受付 

エスカレータ 

入

階段 

 コンビニ  

 鉄道駅 B  

記号説明 

: GPS
: FM 駆動型 

 スピーカ 

:赤外線送信機 

: RFID

: 視覚障害者 
誘導用ブロック 

: FM 送受信機 

入口

#

#

#

入口 

入口 

エスカレータ

 バス停留所 B バス停留所 A 

階段

図 3.2-1 障害者の移動経路の典型例 



  11/35 

4. 各種案内装置の特徴および使用法 
 

システムを構成する案内装置にはそれぞれ固有の特徴があり、システムを利用者に有効に

利用してもらうためには、利用者端末との連携を含めてこれらの特徴を理解することが重要

である。ここではＧＰＳ、ＲＦＩＤ、赤外線及びＦＭ無線によるそれぞれの特性ごとの特徴、

使用法を解説する。 

 

4.1 GPS 
 

 ＧＰＳシステムは、地球を周回するＧＰＳ衛星の軌道とＧＰＳ衛星に搭載された原子時計

からの時刻のデータを含む電波信号を利用者が持つ利用者端末で受信し、電波の時間差によ

りそれぞれの衛星との相対的な距離差を算出し軌跡である双曲面の交点を求める事で現在地

情報を得る。 

 ＧＰＳの測位方式には、GPS（単独測位）、Diffrential GPS（相対測位方式）、Real Time 

Kinematic GPS（干渉測位方式）、PseudoliteGPS（疑似ＧＰＳ）、Assisted GPS（高感度 GPS）

など、様々な方式が存在している。 

本システムでは、近年、携帯電話への搭載が普及し、衛星波が届かない地下街等でもある

程度有効である Assisted GPS（高感度 GPS）を用いている。得られた現在地情報とデジタル

地図をマッチングさせて音声情報（メッセージ）を利用者につたえる案内を行う。広域での

使用が可能なこと、インフラが整備されていることなどのメリットがあるが、精度が不安定

である為、周辺案内や他のシステムとの連携した案内に用いている。 

 

 

 

4.2 RFID システム 
 

ＲＦＩＤタグを視覚障害者誘導用ブロックに埋込み、白杖の先端にアンテナを組込み使用

する。使用周波数など種々システムがあるが、ここでは表 4.2-1 のシステムを基に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＲＦＩＤシステムは誘導案内システムと組合わせて使用されるのが一般的であるため、こ

こでは誘導案内システムと一体で記述する。 

ＲＦＩＤシステムによる位置検出・音声による誘導メッセージ発生は、視覚障害者誘導用

ブロックに埋め込んだＲＦＩＤを白杖に仕込んだセンサが検出した時をトリガーとして作動

   表 4.2-1 RFIDの主要緒元 
番号 項目 諸 元 

1 形状 ＲＦＩＤリーダ：白杖組み込み型 

ＩＣチップ  ：視覚障害者誘導用ブロック組み込み型  

注 1: 視覚障害者誘導用ブロックの色は黄色。 

2 RFID 通信周波数帯 125kHz 

3 RFID 通信距離 ＲＦＩＤリーダ・ＩＣチップ間 100ｍｍ以上 
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する。ＲＦＩＤは位置検出精度が高いことが特徴であるが、白杖による歩行では、白杖を振

る操作が行われるため、視覚障害者誘導用ブロック１枚にＲＦＩＤを１個対応させたのでは、

検出ができない場合がある。このため、分岐点ではＲＦＩＤ付きの視覚障害者誘導用ブロッ

クを２～３枚、経路上では３枚を設置することが一般的である（5.1 ＲＦＩＤと視覚障害者
誘導用ブロックを参照。）この場合、位置精度としては 0.6m x 0.6m ～0.9m x 0.9m 、0.9m x 
0.3m(一辺が 30cm のブロックの場合)となる 。これらの場合、白杖がＲＦＩＤを検出したと

きと、利用者の位置関係は図 4.2-1 のようになる。白杖がＲＦＩＤを検出したときの、利用

者の位置と分岐点中央または経路途上点中央との距離は 1.5m から 0.6m である。 

 一方、利用者は歩行中であり、そのまま歩き続けると音声情報を聞き終えるまでにある距

離を移動する。視覚障害者の歩行速度は、1.0 m/s - 1.1 m/s といわれている[1]。1.1 m/s は

時速約４ｋｍである。ＩＴＢＦ万博実証実験では、0.9 m/s 前後の人が多かった。遅い人で

は 0.45 m/s であった[2]。また、青年の人は 1.5 m/s といわれている[3]。ここでは歩行速度、

0.45 m/s 、1.0 m/s、 1.5 m/s で検討する。 

 音声情報を聞く最適速度（文理解が十分に容易である音声提示の限界速度）は、初心者で

700－900 モーラ／分（１モーラはおおよそ１文字／分に相当）、上級者で 1100 - 1700 モー

ラ／分といわれている[4]。音声情報の提供速度は 800 モーラ／分で検討する。このデータで

利用者が音声情報（メッセージ）を聞きながら移動する距離を示すと、表 4.2-2 のとおりで

ある。 

 例１の「ピンポン（注意喚起音）、この先５ｍで分岐点です」の場合の移動距離は、0.6 - 2.1m

であり、平均 1.4ｍである。例２の「ピンポン、分岐点です」の場合の移動距離は、0.3 - 1.0m

であり、平均 0.7ｍである。例３の「ピンポン、分岐点です。右へ曲がり、１５メートル進

むと、正面に、区役所の入口があります」の場合の移動距離は、1.6 - 5.3ｍであり、平均

3.5ｍである。 

  

 したっがって、システムとして個々人に合わせた設定はあるとしても、次の点は使用法お

よび設置場所での注意が必要である。 

・階段は予告情報と直前位置情報を組合わせる 

・直前位置情報は、注意喚起音と階段ですのメッセージで 0.3 秒程度で終える 

・階段に関する注意喚起音は特定の警告音とする 

・ＲＦＩＤの設置は、階段の手前５０ｃｍ以上として危険を防止する 

 

さらに、階段に関する注意喚起音は特定の警告音とすることもありうる。 

 

 

[1] 建築学会編：建築設計資料集成-単位空間 I、pp.30-31(1980) 

[2] 高谷玲子、鎌田実：視覚障害者の個人特性を考慮した誘導案内について、福祉のまちづ

くり学会第９会全国大会概要集、pp.257-260 (2006) 

[3] 秋山哲男編：高齢者の住まいと交通、pp.242-244(1993) 

[4] 浅川智恵子、高木啓伸、井野秀一、伊福部達：視覚障害者への音声提示における最適･

最高速度、ヒューマンインターフェース学会論文誌、Vol.7, No1,pp.105-111(2005) 
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0.85ｍ 

0.85ｍ 0.3ｍ 0.2ｍ 

45度 

1.35ｍ

1.05ｍ

手前でヒットしたとき： 

向こう側でヒットしたとき： 
真中でヒットしたとき： 

0.75ｍ

図 4.2-1 ＲＦＩＤブロックと検出距離 

(a) 分岐点 －ブロック２枚 

 

0.85ｍ 

0.85ｍ 0.45ｍ 0.2ｍ 

45度 

1.5ｍ

0.6ｍ
向こう側でヒットしたとき： 

手前でヒットしたとき： 
真中でヒットしたとき： 1.05ｍ

(b) 経路上－ブロック３枚 

白杖の長さおよび使用

角度は平均的な値を想

定した。 
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 メッセージ モーラ 時間[s] 移動距離 [m] 

例１    （v=0.45） （v=１.0） （v=1.5）

 ピンポン 2 0.15  0.07  0.15  0.23  

 この先 4 0.30  0.14  0.30  0.45  

 ５ｍで 6 0.45  0.20  0.45  0.68  

 分岐点です 7 0.52  0.24  0.53  0.79  

 計 19 1.42  0.64  1.43  2.14  

       

       

 メッセージ モーラ 時間[s] 移動距離 [m] 

例２    （v=0.45） （v=１.0） （v=1.5）

 ピンポン 2 0.15  0.07  0.15  0.23  

 分岐点です 7 0.52  0.24  0.53  0.79  

 計 9 0.67  0.30  0.68  1.01  

       

       

 メッセージ モーラ 時間[s] 移動距離 [m] 

例３    （v=0.45） （v=１.0） （v=1.5）

 ピンポン 2 0.15  0.07  0.15  0.23  

 分岐点です 7 0.52  0.24  0.53  0.79  

 右へ曲がり 6 0.45  0.20  0.45  0.68  

 １５ｍほど進むと 13 0.97  0.44  0.98  1.46  

 正面に 5 0.37  0.17  0.38  0.56  

 
区役所の入口があ

ります 
14 1.05  0.47  1.05  1.58  

 計 47 3.52  1.59  3.53  5.29  

       

    v:歩行速度[m/s] 

       

注１：注意喚起音の「ピンポン」は２モーラとした。   

注２：機器の遅れ時間は無視できる程度とした。   

 

 

 

 

表 4.2-2 メッセージ時間と移動距離



  15/35 

4.3 赤外線システム 
 

  赤外線システムは、案内装置として屋外・屋内の適切な場所に設置される赤外線送信機（又

は発光器）とそこから送信される音声情報（メッセージ）またはデータ信号を利用者が持つ

利用者端末で受信することを基本機能とするシステムであり、赤外線の有する直進性を利用

し、送られたメッセージ又はデータに含まれる情報の取得とメッセージが送られる方向の特

定とが同時に行えることを特徴としている。以下に赤外線システムの概要を記述する。 

 

4.3.1 方式 
 

  赤外線システムには、赤外線による情報伝送の方法に「アナログ方式」と「ディジタル方

式」の２種類があり、本システム（ITBF）においてはこれらの方式が単独又は複合して使わ

れる。 

 

4.3.1.1 アナログ方式 

 赤外線システムによる情報提供は、利用者端末が赤外線情報提供領域に入り、かつその領

域内で利用者が端末を操作（ハンズフリー型を使用している場合は顔を左右に動かす）する

ことで赤外線送信機からのメッセージを受信したときに行われる。端末は受光部に指向性が

あるため、利用者はその場で音声情報を発信している案内装置の発光部の方向を特定できる

こと及びその方向へ歩き発光部へ到達することができることが特徴である。 

  図 4.3-1 に赤外線送信機と利用者端末及びその操作の概念を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  赤外線システムに用いられる赤外線信号の主要緒元は表 4-1 のとおりのものである。 

この緒元は米国 ANSI A-117 規格で規定されている RIAS(Remote Infrared Audible Sign)と

互換性を有するものである。また警察庁仕様「歩行者支援装置 1」として規定されている交

赤外線送信機

利用者と利用者端末

図 4.3-1 赤外線送信機と利用者端末の構成概念（アナログ方式） 

赤外線の送信パターン

利用者端末の赤外線受光範囲 
と受光方向 

利用者端末を左右に動かし、メ

ッセージが最も鮮明に聞き取れ

る方向に赤外線送信機（発光部）

が設置されていることになる。 
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差点における横断歩道の歩行者支援装置（PICS）との互換性も有している。 

 

表 4.3-1 赤外線メディアの主要緒元 

 

 

 

 

 

 

 

4.3.1.2 ディジタル方式 

 発光部からコード化されたディジタル信号を送出する方式であり、通常図 4.3－2 に示すよ

うに上部から円錐状に送出する。この方式によるディジタル・コードは地理学的位置データ、

すなわち緯度・経度・高度情報取得に利用することが可能であり、GPS、RFID による同種の

機能の代替として利用できる。この場合の誤差は赤外線ビームの広がりに等しく、半径１，

２ｍ程度の範囲となる。ディジタル方式によるコード情報の送出は、アナログ方式の音声メ

ッセージ情報に重畳して送出することもできる。図 4.3-2 にディジタル方式の概念を示す。 

 

番号 項目 諸 元 

1 赤外線波長 870±50nm 

2 サブキャリア周波数 25 kHz 

3 周波数偏移 ±2.5 kHz 

4 変調指数 0.76 
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図 4.3-2赤外線送信機と利用者端末の構成概念（ディジタル） 

アナログ信号 
ディジタル信号 

ディジタル信号 

平面図 

立面図 

平面図 

立面図 

ディジタル方式のみの例、 
全方向へ発光している場合 

アナログ／ディジタル方式

併用の場合 
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4.3.2 赤外線システムの使い方 

 

 発光部は、発光方向を設置時に調整・制御することにより利用者・設置場所により多様な

使い方ができる。例えば建屋入口に発光部を取り付け、上部から見て１８０度の方向へ発光

させた場合、利用者は入口正面から入口に近づけるだけではなく、右あるいは左側方からも

入口へ近づくことが可能である。また、特定方向へ発光させることにより、特定方向からだ

け近づくことができる。発光方向を絞ることにより、横断歩道案内等へも応用できる。これ

らの例を図 4.3-3 に示す。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１： どの方向からも目標に近づくことができる。

例３： 一定方向から目標に近づくことができる。 

（例：横断待ち位置への接近） 

例２： 特定方向からも目標に近づくことができる。

（例：部屋・建屋入口） 

（例：部屋・建屋入口） 

図 4.3-3赤外線システムの使い方 

（例：横断歩道での方向確認） 
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発光部の設置位置は図 4.3-4 のとおり行うのが標準である。情報提供可能距離は環境条件

により数ｍ程度変動する（例えば 10ｍに対して＋/－3ｍ）場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発光部高：2ｍ～3ｍ 

発光部高：2.5m～3.5ｍ 

距離：5ｍ～10ｍ 

距離：10ｍ～15ｍ 

屋内の場合 

屋外の場合 

－立面図－ －平面図－ 

誘導ブロックなしの場合 

誘導ブロックありの場合 

図 4.3-4 赤外線システムの標準的設置（アナログ方式） 

（誘導ブロックを含む領域のみも可） 

－平面図－ －立面図－ 
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4.4 ＦＭ電波システム 
 

 ＦＭ電波システムは、案内装置として屋外・屋内の適切な場所に設置されるＦＭ送受信機

と利用者が携帯する利用者端末から構成される。利用者は、案内装置から送信される音声情

報(メッセージ)を利用者端末で受信することにより特定の領域内にいることを知る機能と利

用者端末から送信されるＦＭ波を案内装置が受信することにより放送される音声情報(メッ

セージ)から方向と案内場所(目的地)が特定できる機能を利用することができる。以下にＦＭ

電波システムの概要を記述する。 

 

4.4.1 ＦＭ送信システム 
 施設音源方式のシステムである。利用者端末から送信されたＦＭ電波を受信し、スピーカ

から音声情報を出力する。利用者はスピーカからの音声を聞くことにより、音源の方向を知

り、その方向へ歩くことにより、音源へ到達できることが特徴である。ＦＭ電波を利用して

いるため、音源の起動は電波の到達範囲内であればどこからでも可能である。 

 横断歩道の歩行者用信号器の押しボタンを押す代わりに、端末からＦＭ電波を発信すれば

押しボタン箱の位置まで移動しなくても同じ機能が発揮される装置は実用化されている。 

 

 図 4.4-1 にＦＭ受信機と利用者端末の構成概念を示す。 

 

 

                  ＦＭ受信機 

 

 

                          

                送信            

                利用者と利用者端末 

   ＦＭ波の受信エリア 

                 

               

図 4.4-1 ＦＭ受信機と利用者端末の構成概念 

 

受信装置側のシステムは次のとおりのものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表 4.4-1 FM受信装置の主要緒元 
番号 項目 諸 元 

１ 通信方式 微弱電波方式 符号 FM 変調 

２ 受信周波数 312.45 MHz 

利用者端末から送信されるＦＭ

波は、無指向性で１０～２０ｍ

の範囲に送信される。ＦＭ受信

機は案内場所(目的地)となる場
所に設置される。 
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4.4.2 ＦＭ受信システム 

 利用者端末音源式のシステムである。案内装置からのＦＭ電波を端末で受信することによ

り、利用者は特定の領域内にいることがわかり、周辺情報なども取得できることが特徴であ

る。ＦＭ電波を利用しているため、電波の到達範囲内であればどこでも情報取得が可能であ

る。 

 図 4.4-2 にＦＭ受信機と利用者端末の構成概念を示す。 

 

                ＦＭ送信機 

 

 

 

 

              

             受信         ＦＭ波の送信エリア 

利用者と利用者端末       

 

 

 送信装置側のシステムは次のとおりのものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4.3 ＦＭ電波システムの設置基準 

 ＦＭ波案内装置の設置位置は、図 4.4-3 のとおり行うのが標準である。情報提供範囲は設

置環境条件により数ｍ程度変動する場合がある。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表 4.4-2 FM送信装置の主要緒元 
番号 項目 諸 元 

1 無線規格 （社）電波産業会 特定小電力無線局音声アシスト用無線

電話用無線設備 標準規格 ARIB STD-T68 

2 出力 特定小電力(1mW) 

3 発信周波数 75.8ＭＨｚ 

ＦＭ送信機は案内場所(目的地)
付近に設置される。 

案内装置高：2.0m～3.0ｍ 

受信距離：10ｍ～15ｍ 
－立面図－ －平面図－ 

図 4.4-3 ＦＭ電波システムの標準的設置 

図 4.4-2 ＦＭ送信機と利用者端末の構成概念 
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5.  案内装置の具体的設置方法と留意事項 
 

5.1 RFID と視覚障害者誘導用ブロック 
 

5.1.1 運用上の留意事項 
RFIDシステムの設置・運用はその特性と機能を十分に活用することで視覚障害者及びその

他の障害者の歩行支援を実現することが肝要である。 
ここでは RFIDの取り扱い上の留意事項を示す。 

（１）RFIDを折り曲げない。 

（２）RFIDに強い圧力や、衝撃を与えない。 

（３）RFIDを磁石に近づけない。 

（４）RFIDの保管場所は、高温になる場所は避けて、常温の環境にて保管する。 

（５）RFIDは水や薬品がかかる恐れのある場所には置かない。 

（６）RFIDを金属の近くに設置しない。 

（金属の影響により読み取り範囲が狭まる可能性があるので、事前に設置環境を 

確認すること。） 

 

 

5.1.2 具体的な設置例 
RFID システムの案内装置の設置について具体的な例を以下に示す。これは実際の設置・運

用に際しての参考となるものであるが、実際の設置に当たっては、これらの例を応用し、利

用者の行動予測、設置場所の諸条件を考慮して適切に設置しなければならない。 

 

本項の図における凡例は下記のとおり。 

【凡例】       

   ：ＲＦＩＤ内蔵点字タイル 

         

   ：線状点字タイル  

         

   ：点状点字タイル  

 

（１）端部 

 

      

      

      

 

（２）直線部 
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（３）分岐部 

 

                    

                    

                    

                      

                           

                      

                    

                    

                    

 

 

（４）曲がり角（分岐なし） 

①９０度以上の場合 

   

 

  

 

切ったタイル(ＲＦＩＤ無し) 

         で埋めても良い。   

             

             

             

             

 

②９０度の場合 

        

              

        

         

         

         

         

         

 

 

（５）横断歩道 
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5.2 赤外線システム 
 

5.2.1 運用上の留意事項 
  赤外線システムの設置・運用はその特性と機能を十分に活用することで視覚障害者及びそ

の他の障害者の歩行支援を実現することが肝要であり、ここではその場合の留意事項につい

て説明する。 

 

(1) 赤外線システム（アナログ方式）の基本的なコンセプトは障害者に対し、メッセージの
送信方向、つまりその方向に何があるかを知らせる「案内」を目的としており、赤外線

システムからのメッセージをもとに障害者を自動的に目的地へ誘導するものではない。

つまり障害者の責任においてその自主的行動・判断を補助することが基本である。 

 

(2) ディジタル方式赤外線システムは、赤外線送信機からそれが設置されている場所の地理
学的情報である緯度・経度、及び高度を示すデータを送信することが出来る。緯度・経

度データは GPS システム、RFID システムにおいても提供されるが、これらのデータが取

得できない場合、例えば地下街、屋外における高層ビルの谷間、点字誘導ブロックが敷

設できない場合などにその代替機能として利用することが出来る。 

 

(3) 屋内外を問わず、赤外線システムの設置に際しては、赤外線ビームの放射方向、強度な
どに関して、設置場所の条件、利用者の歩行動線などを考慮し、実際の運用に即した最

適化を行うことで利用者がより効果的に支援を受けることが出来る。 

 

(4) 前述したように赤外線システムは「案内」機能が基本であるが、発光器の設置場所の状
況が、例えば点字誘導ブロックが敷設されている、歩行方向が物理的に制限されている

など利用者の安全が確保されている場合に限り、提示情報に「左に行くと・・・」など

の誘導に関与するメッセージを入れてもよい。しかし設置・運用に当たっては利用者の

行動予測を含めて安全には十分留意することが必要である。 

 

(5) 赤外線は基本的には「可視光線」と同様な性格を有する。このことは送信される赤外線
ビームと利用者が携帯する利用者端末の受光部との線上に光を遮蔽する物体がある場合

は、メッセージ又はディジタルデータの受信は出来なくなる。このことは利用者に対し

て、前方に何か障害物などが存在するという情報にもなるが、情報の一時的欠落による

利用者の行動予測についても留意しておく必要がある。 
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 5.2.2 具体的な設置例 
 赤外線システムの案内装置の設置について具体的な例を以下に示す。これは実際の設

置・運用に際しての参考となるものであるが、実際の設置に当たっては、これらの例を

応用し、利用者の行動予測、設置場所の諸条件を考慮して適切に設置しなければならな

い。 

 以下に建物・施設出入り口、バス停留所、エレベータの乗降口、建屋内受付、電話ボ

ックス、トイレ入り口などの例を図 5.2-1 示す。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設出入口 

－立面図－ 

－平面図－ 

（屋外） （屋内） 

誘導ブロックのある場合 

誘導ブロックのない場合 
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バス停１ 

－立面図－ 

－平面図－ 

バス停 2 

－立面図－ 

－平面図－ 

車道 

車道 
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エレベータ乗降口 

－立面図－ 

－平面図－ 

誘導ブロックのある場合 

誘導ブロックのない場合 
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受付 

－立面図－ 

－平面図－ 

誘導ブロックのある場合 

誘導ブロックのない場合 
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電話ボックス 

－立面図－ 

－平面図－ 

誘導ブロックのある場合 

誘導ブロックのない場合 
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トイレ入り口 

－立面図－ 

－平面図－ 

誘導ブロックのある場合 

誘導ブロックのない場合 
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5.3 ＦＭ電波システム 
 

5.3.1 運用上の留意事項 
  ＦＭ電波システムの設置・運用はその特性と機能を十分に活用することで視覚障害者及び

その他の障害者の歩行支援を実現することが肝要であり、ここではその場合の留意事項につ

いて説明する。 

 

(1) ＦＭ電波システムの基本的なコンセプトは障害者に対し、メッセージの送信方向、つま
りその方向に何があるかを知らせる「案内」を目的としており、ＦＭ電波システムから

のメッセージをもとに障害者を自動的に目的地へ誘導するものではない。つまり障害者

の責任においてその自主的行動・判断を補助することが基本である。 

 

(2) ＦＭ電波システムは「案内」機能が基本であるが、点字誘導ブロックとの併用が望まれ
る。設置・運用に当たっては利用者の行動予測を含めて安全には十分留意することが必

要である。 

 

(3) 屋内外を問わず、ＦＭ波の送受信エリアなどに関して、設置場所の条件、利用者の歩行
動線などを考慮し、実際の運用に即した最適化を行うことで利用者がより効果的に支援

を受けることが出来る。 

 

(4) 同一の案内場所(目的地)にＦＭ電波システムを設置する場合には、ＦＭ受信エリアより
もＦＭ送信エリアの方が大きいことが望ましい。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内装置高：2.0m～3.0ｍ 

受信距離：10ｍ～15ｍ
－立面図－ －平面図－ 

図 5.3-1 ＦＭ受信エリアとＦＭ送信エリアの関係 
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5.3.2 具体的な設置例 
 ＦＭ電波システムの案内装置の設置について具体的な例を以下に示す。ＦＭ電波シス

テムは指向性がとれないため、近接した場所を案内することが不得意である。そのため、

音声案内文の工夫が必要である。ここでは、施設出入口を 1 つの場所を案内する例とし

て図 5.3-2 に示す。また、トイレ入口を近接した 2 つの場所を案内する例として図 5.3-3

に示す。これは実際の設置・運用に際しての参考となるものであるが、実際の設置に当

たっては、これらの例を応用し、利用者の行動予測、設置場所の諸条件を考慮して適切

に設置しなければならない。 

 ひとつの場所を案内する想定場所として、受付・階段・切符売場・エレベーター・バ

ス停などがあり、2 つの場所を案内する想定場所として、トイレ・近接した受付とエレ

ベーター・近接した部屋の入口などがある。 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設出入口 

－立面図－ 

（屋外） 

－平面図－ 

図 5.3-2 施設出入口の例 

案内文例 
 FM受信 「ピンポーン ○○施設の正面玄

関はこちらです。玄関の案内は、

送信ボタンを押してください。

ご案内します。」 
 
 FM送信 「ピンポーン ○○施設の正面玄

関はこちらです。」 
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トイレ入り口 

－立面図－ 

－平面図－ 

ＦＭ波受信エリア

ＦＭ波送信エリア

ＦＭ波送信エリア

案内文例 
 FM受信 「ピンポーン トイレはこちらです。送信ボタンを押してください。

ご案内します。」 
 
 FM送信 「ピンポーン 女子トイレ入口はこちらです。」 
       女子トイレあんない終了後 
      「ピンポーン 男子トイレ入口はこちらです。」 

図 5.3-3 トイレ入口の例 
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6． 実際の設置・運用例 
 
6.1 東京大学本郷キャンパス構内での設置例 
 
 東京大学本郷キャンパス工学部２号館前道路および２号館内に設置した例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
番号                             メッセージ 
1 （チャイム）インフラを検出しました。 

経路誘導を開始します。およそ１０ｍ道なりに進んで下さい。 
2 （チャイム）５ｍ道なりに進み、分岐点を直進して下さい。  
3 （チャイム） およそ１０ｍまっすぐ進んで下さい。 
4 （チャイム）５ｍ道なりに進み、左に曲がって下さい。 
5 （チャイム）左に曲がり、およそ２０ｍ進んで下さい。 
6 （チャイム）およそ１５ｍ道なりに進んで下さい。 
7 （チャイム） 階段です。注意して進んで下さい。 
8 ２号館入口です。[繰り返し] 
9 （チャイム）３ｍ進むと階段があります。  
10 （チャイム）階段です。注意して進んで下さい。 
11 （チャイム）４ｍ道なりに進み、左に曲がって下さい。 

 

 

1 

2 

3 

4 
5

6
7 

8

9 

11

12

13

14

15
16

17 

18 

19 
20 

21 
22 

23 

24 

25 

26 

27 

: RFID 
: IR (Infrared) 

(旧２号館) 

(道路) 

(新２号館入口) 

(8) 

(18) 
(13) 

(建物入口) 

(27)

10 
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12 （チャイム）左に曲がり、およそ１５ｍ進んで下さい。  
13 受付、入口前です。[繰り返し] 
14 （チャイム）３ｍ道なりに進み、右に曲がって下さい。  
15 （チャイム）右に曲がり、およそ３５ｍ進んで下さい。  
16 （チャイム）およそ３５ｍ道なりに進んで下さい。  
17 （チャイム）およそ２０ｍ道なりに進んで下さい。  
18 旧館、西側出口です。[繰り返し] 
19 （チャイム）およそ１０ｍ道なりに進んで下さい。  
20 （チャイム）７ｍ道なりに進んで下さい。  
21 （チャイム）５ｍ道なりに進み、右に曲がって下さい。  
22 （チャイム）２ｍ道なりに進み、右に曲がって下さい。  
23 （チャイム）右に曲がり、４ｍ進んで下さい。  
24 （チャイム） ３ｍ道なりに進み、左に曲がって下さい。  
25 （チャイム）左に曲がり５ｍ進んで下さい。 
26 （チャイム）工学新２号館に到着しました。 
27 新２号館入口です。[繰り返し] 

 

 


